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スタッフ 平野 泉・川路 さつき
JR・私鉄・地下鉄各線「池袋」駅・
地下鉄「要町」駅から徒歩10～15分
（入口から入り、階段を
上がった中2階が
センターです）
メーザーライブラリー記念館新館
共生社会研究
センター入口
今年、じつはセンター設立10周年だったのです。しかし2020年がスタートしたとたんに
「10周年」は完全に吹っ飛んでしまいました。春学期スタート直後の4月8日に緊急事態宣言が出て
センターは閉館、スタッフは在宅勤務となりました。その後はスタッフ1名が週1日数時間の「ハン
コ出勤」をしたほかは、全員が自宅で地味な仕事を黙々とこなしました。6月にスタッフ2名と出勤
を希望するリサーチ・アシスタントが職場に戻り、7月からは人数限定で閲覧利用も再開。次第に
いろいろな方が来館してくださるようになります。そして12月には学習院大学大学院アーカイブズ
学専攻から実習生をお迎えし、往時のにぎわい（？）を取り戻せたように感じました。
しかし年明け7日にふたたび緊急事態が宣言され、大学のキャンパスも今は閑散としています。
このままいけばどんな4月になるのか予想もつきませんが、「資料と人をつなぐ」という仕事を、
地道に続けていければと思います。
この間、センターウェブサイトには、ミニコミ寄贈者、センター運営委員、リサーチ・アシスタントなどにメールでインタビュー
した記事を掲載しています。ご興味のある方はご覧ください。https://www.rikkyo.ac.jp/research/institute/rcccs/news/（全14本）
　また、毎年恒例となっていた公開講演会等の開催は見送り、オンライン会議システムを用いて下記のイベントを開催しました。
2020/08/28「運動の言葉に息を吹き込む――横浜新貨物線に反対した人びと」
2020/10/03「『オープンでフリー』の自由と不自由――みんなで使えばこわくない？」
2020/12/12「バナナを片手に――著者が語る・著者と考えるモノ・ヒト・社会」
2020/12/14「原子力施設廃止をアーカイブする――課題と協働」
2021/02/13「オープンソース・システムAtoMの導入――ハードルを超えるには」
　…というようなことをあれこれ試みていたら「PRISM」の発行が滞ってしまったのも、今年度の大きな反省点です。
　コロナをめぐる思いや活動のニュースを載せて送られてくるミニコミは、活動する市民の持続する力のシンボルのように見え、
センターはまだまだ修行が足りないと痛感した1年でした。そんなセンターに、ぜひ皆さまのお力をお貸しいただければと思います。
　例えば「PRISM」で読みたい記事やイベントのアイディアがあれば、ぜひお知らせください！
【お問い合わせ・ご予約は】
立教大学共生社会研究センター
〒171-8501 東京都豊島区西池袋3-34-1
電話：03-3985-4457　 FAX：03-3985-4458
E-mail：kyousei@rikkyo.ac.jp
アーカイブズ実習生の藤原孝公さん。
